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総決起集会で組合員全体でたたかうことを確認！





地公三者組合員の団結を





　渡島地方本部は、１１月10日（木）北斗市かなで～るにおいて、「渡島地区地公三者共闘会議、２０１１賃金確定闘争！総決起集会」が行われました。
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冒頭、主催者を代表して、全道庁労連渡島総支部、樋口執行委員長よりあいさつし、自治労道本部藤盛副執行委員長より、人事院勧告の情勢を提起しました。


北教組函館支部、高橋書記長は「13年間に及ぶ不当な独自削減」について、函館市職労の川村副委員長からは「函館市職員給与独自削減の提案」について、この間の経緯について報告がありました。


また、自治労渡島地方本部の田島副委員長からは、各地域で厳しい闘いになっているとの管内情勢報告をしました。


さらに、北教組渡島支部の松本書記次長から決意表明をし、最後に、北教組函館支部の相澤支部長の団結ガンバロウで、本集会に集まった地公三者組合員全員で闘争の確認をしました。
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振興局交渉で一定の回答あり





11月15日、地方本部執行部は、総合庁舎において北海道渡島総合振興局（副局長・総務課長・


主幹）交渉を行いました。


　先日、一次回答を頂き、その回答からさらに項目を絞り再度要請をしました。要請内容は以下のとおりです。


2011秋季闘争重点要求項目


（４）現給保障措置の取り扱いについて、人事院勧告に基づいて廃止をしてしまえば、国の給与とさらに差が拡大してしまうため、廃止をしないこと。


（８）ラスパイレス指数１００未満水準の自治体の賃金を引き上げについて、認められている制度を適切に活用していない自治体がある場合には、適切な給与制度について助言したいとの回答を受け、具体的な助言を要請しました。


２０１１秋季闘争重点要求


【二次回答】


（４）地方公務員には地公法24条に、給与均衡の原則があり、民間事業の従事者の給与その他の事情を考慮して定めなければならない。平成18年に給与構造改革で官民の格差を是正した経緯がある。


国と地方の格差はあるが、各市町村で判断していただきたい。


（８）渡島管内では独自削減をしている町村はラスパイレスが低くなっている。給与制度で認められている制度を活用していない自治体は道南にはないと認識している。





公共サービスを実現するための確立と労働条件の改善に関する要求


６．現業・公企職場の労働安全衛生対策を強めること。


（１）労働安全衛生委員会は設置しているものの実際は運営できていない。実態把握は出来ているか


（５）メンタルに不調を来す職員が増えてきているが、その対策と対応はどうなっているのか、局の対応を伺いました。


【二次回答】


（１）労働安全衛生委員会は今年３月時点で、１５事業所中１２事業所に設置されているが、残念ながら３事業所は設置していない、今後設置するよう助言していきたい。委員会開催の把握まではできていない。法令上、月１回開催となっているため実態を把握し指導していきたい。


（５）メンタルヘルスについては、心の健康管理は大切であり、また、職場段階でも初期の対応が重要である。相談できる環境整備が必要と考えている。道では、毎年、札幌でメンタルヘルス研修会を開催している。各市町村にはこの研修会に参加するように助言していきたい。


最後に、副局長より


「本日の要求については適切に処理します。」との回答を得ました。





【賃金確定闘争スケジュール】


①単組オルグ


○期　　間　　10月24日（月）～２月26日（水）


地本は道本部と合同で各単組・総支部に対して、取り組み状況の把握や行動計画の点検等を


実施します。


②要求書の提出・回答・交渉の取り組み


○要求書の一斉提出　　　　　　 10月27日（木）


○回答指定日　　　　　　　 　　11月４日（金）


○重点交渉期間　11月 7日（火）～11月17日（木）


    ○組合旗掲揚　　10月27日（木）～闘争終結まで


○腕章着用　　　11月15日(火）～闘争終結まで


○ストライキにかかるもの       11月17日（金）


○道本部統一行動　　　　　　 　11月18日（金）


　ストライキの戦術配置は、独自削減等を抱える場合は道本部と協議し、最大２時間までとする。





厳しい状況は引き続きますが、こうした苦しい時こそ、組合へ結集し、組合員全体で賃金確定闘争を闘いぬきましょう。山場は17日ですが、時間をかけて対応していきましょう。





情勢は厳しい


11月１６日現在、2単組で妥結しました。また、１単組は妥結不成立となりました。


全道庁労連渡島総支部と函館市職労・函病労組は交渉継続中となっています。賃金確定闘争における各自治体の動は、人勧準拠または近隣町村の出方を待っている状況です。


道本部で提起した「現給保障の継続」を目標にして粘り強い交渉をしましょう。


また地本は逐一、各単組の状況を発信し情報の共有化をしていきます。
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管内状況報告





最後まで、あきらめずに交渉を





◇脱原発１０００万人アクション◇


大間原発建設中止の署名活動


・11月は署名強化日を設定しています。








